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表紙
　リオデジャネイロパラリン
ピック銀メダリストの道下美
里さんが特集の趣旨に賛同
し、協力してくれました。
【26ページに関連記事】
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　「福が集まる津（港の意味）」「津々浦々まで幸福であるように」との思い
が込められ、名づけられた福津市。ところがその福津市内で今年4月、母子
2人暮らしの民家で死後2カ月ほど経過している高齢の母親の遺体が見つか
りました。同居の息子がひきこもりであったことから、周囲に支援を求めら
れずに放置していたとみられます。地域や関係者にとっても実に悲しい事件
でした。80歳代の親に50歳代の子という典型的な世代を取って「8050（は
ちまるごーまる）問題」とも呼ばれる全国的な問題です。背景の一つが子の
ひきこもりの長期化にあるといわれています。この8050問題以外にも、全
国に目を向けると「児童虐待」や「強制不妊」など悲しい事件がありました。
そこで今月は、偏見や虐待、差別のないまちに向けて、やがてくる新しい時
代にみんながもっと幸せに暮らせることを願い、特集を組みました。幸せに
なるための一歩を踏み出しましょう。福がたくさん住むまちになりますように。

第１章  ひきこもり（8050問題）
第２章  児童虐待
第３章  障がい者への強制不妊手術
終　章  福が住むまちへ
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担当地区・校区でひき
こもりの話を見聞きし
たことがありますか？
福津市民生委員・児童委員
88人に電話聞き取り調査

ある
40%ない

60%

担当地区・校区で児
童虐待の話を聞いた
ことがありますか？
福津市民生委員・児童委員
88人に電話聞き取り調査

ある
12%

ない
88%

障がいがあることで今
までに差別を受けた経
験がありますか？
市内の障がい者施設の利用者と
その家族31人にアンケート

※福津市では「障害」という文字を使わず「障がい」と表記するようにしていますが、
法律用語等の固有名詞はそのまま「障害」と表記しています。

ある
49%

ない
51%

（上記調査基準日11月1日）
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福が住むまちに
特 集 新時代前夜。幸せへの一歩を踏み出そう


